
さきがけの稲用種子消毒剤

特 長
①糸状菌および細菌による病害の同時防除が可能で、混用の手間がか
かりません（写真参照）。
②本製剤のSE（Suspo-Emulsion）は粘性の低い液状タイプなの
で、取り扱いが簡単です。
③本製剤は主溶剤に水を用いているため薬害の少ない製剤です。
④本剤成分のプロクロラズおよびオキソリニック酸は

水稲苗に対して薬害が少ないことが実証され
ています。

ばか苗病 もみ枯細菌病（苗腐敗症）

ごま葉枯病

いもち病 褐条病

苗立枯細菌病

®スポルタック：登録商標、®スターナは住友化学株式会社の登録商標です。

まとめて防ぐ。まとめて防ぐ。まとめて防ぐ。
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作物名

稲

適用病害名

　ばか苗病
　いもち病
　ごま葉枯病
　もみ枯細菌病
　褐条病
　苗立枯細菌病

希釈倍数

200倍

20倍

7.5倍
乾燥種籾
1kg当り希
釈液30㎖

使用時期

浸種前

使用方法

24時間浸漬

10分間浸漬

さきがけの稲用種子消毒剤

■適用病害の範囲
　および使用方法

■浸漬処理の作業手順（浸種前処理のみ）
種もみ準備

塩 水 選

水 洗

水 切 り

袋 づ め

薬 液 調 製

●あら目のサラン等の網袋に入れます。

催 芽
●催芽～出芽期間の高温（30～35℃）管
理は細菌病の発生要因です。

　必要以上に加温しないように注意してく
ださい。

●籾と水の容量比は
1：2とし、開始後2
日間は換水しない
でください。
●河川、湖沼、ため池
では浸種しないで
ください。

播 種
●人工培土を用いる場合はその注意事項
に従ってください。
●根上りを起こしやすい土（強乾燥、微細
粒、粉状）を用いる場合は水管理に十分
注意するとともに覆土を十分にし、積重
ねを行なってください。（もし根上りした
場合は灌水後ただちに再覆土してくだ
さい。）

出 芽

緑 化・育 苗

移 植

●若干の発芽不揃い、軽度の初期生育遅
延が認められる場合もありますが、その
後回復するので通常の管理を維持して
ください。
●必要以上の灌水は細菌病発生につなが
るので注意してください。

風 乾
●風乾することにより、一層効果が安定し
ます。

薬 液 浸 漬
●200倍液に24時間、または20倍液に
10分間浸漬します。

●浸漬はじめによくゆすってください。

浸種（予浸）

●種もみと同量（容量比）以上
の処理薬液を作ります。
●残液は育苗箱または苗床に
は灌注しないでください。

●スポルタックスターナSE薬量早見表

使用上の注意事項 ●薬剤浸漬処理は必ず浸種前に行なってください。
●吹付け処理の場合は種子消毒機を使用し、均一に付着させて乾燥してください。
●塗沫処理の場合は適当な容器内で種子を攪拌しながら薬液を滴下するなどして、種籾に均一に付着させてください。
●本剤で処理した種子は食料や動物飼料として用いないでください。

乾燥種籾量

3kg
4kg
5kg

水

6ℓ
8ℓ
10ℓ

200倍
30㎖
40㎖
50㎖

20倍
300㎖
400㎖
500㎖

浸漬法

〈抜粋〉

有効成分：プロクロラズ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5.0%
　　　　  オキソリニック酸・・・・・・・・・・・・・・・20.0%
人畜毒性：普通物＊
　　　　　　＊毒劇物に該当しないものを指していう通称

●使用前にはラベルをよく読んでください。 ●ラベルの記載以外には使用しないでください。 ●小児の手の届く所には置かないでください。●空容器は圃場等に放置せず適切に処理してください。
本資料は2020年9月現在の知見に基づいています。

総使用回数

吹付け処理
（種子消毒機
使用）または
塗沫処理

　本剤・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1回
　プロクロラズ・・・・・・・・・・・・・・・・・1回
　オキソリニック酸・・・・・・・・・・・・1回

SST-FHR9A




